
支援策一覧（21年度）

局・区 課 継・新 事業名
21年度事業費

（千円）
備考

1 企画市民局 交流政策課 継続 国際交流活動助成事業 3,734

2 企画市民局 交流政策課 継続 ボランティア活動支援事業 178

3 企画市民局 地域活動推進課 継続
市民活動サポートセンター
管理運営

67,000

4 企画市民局 地域活動推進課 継続
シニア世代の地域社会活
性化貢献活動推進

12,593

5 企画市民局 地域活動推進課 継続
仙台に情報の背骨を通す
プロジェクト

0

6 企画市民局 市民生活課 継続
地域安全安心街づくり事
業補助

4,000

7 企画市民局 男女共同参画課 継続
男女共同参画推進のため
の市民団体との協働事業

1,833

8 企画市民局 男女共同参画課 継続
エル・ソーラ仙台活動ブー
ス

―

9 企画市民局 男女共同参画課 継続
エル・パーク仙台市民活
動スペース

―
事業費は、NPO関連
事業費に含まれる。

10 企画市民局 男女共同参画課 継続
エル・ソーラ仙台図書資料
ラウンジ

6,403

11 企画市民局 男女共同参画課 継続
エル・ソーラ仙台市民交流
スペース

―

12 企画市民局 消費生活センター 継続 せいかつ探検塾 （決算額）0

13 企画市民局
(財)仙台市市民文

化事業団
継続

㈶仙台市市民文化事業団
支援事業

2,990

男女共同参画推進にかかわる市民公益活動を行うグループ等の
活動をサポートする有料ブースの提供。

男女共同参画につながる市民のみなさんの自主的な活動を実施
する団体に対して活動費用の一部を助成する助成事業に加え，
企画段階から市民団体と協議を行って実施する企画協働事業を
実施。

（助成事業）公募を行い，３団体に対し助成。（企画協
働事業）公募を行い，２団体と協働事業を実施。

面積：15㎡／1ブース
ブース数：４

利用件数：18,303件
利用人数：51,337人
相談件数：484件　　　（H22.1末現在）

・シニア総合相談（月１回、第４木曜日）
・シニア専門相談(月１回、第２土曜日）
・起業講座（３回連続講座、７月・８月）
・サロン（年４回、５・７・11・２月）
・企業担当者向け説明会（２回連続講座、９・10月）
・ネットワーク推進・交流会（年１回、１月）

市政だより等による募集を行ったが、申込なし

市民の国際交流・協力活動や異文化理解の促進を図るため、市
民団体の国際交流事業に対して助成を行う。

交付団体件数：９件、交付総額100万円（平成22年2
月16日現在）

男女共同参画に取り組むさまざまな市民のグループを支援するた
めの活動の場の提供及び市民活動相談の実施。

消費者自らが生活の中で生じた各種疑問や課題を調査し解決す
る活動を支援することによって、自立した消費者グループの育成
を図る。

男女共同参画や、女性学に関する図書や行政資料、ビデオなど
所蔵資料数は約１万8千冊の貸出、閲覧。

市民活動団体等の活動や交流の場として、また情報収集や打ち
合わせ等のスペースの提供の実施。

事業概要

・シニア世代の市民が地域社会活性化貢献活動を行う際の総合
窓口や関連事業の推進等を担うシニア活動支援センターを運営
する。
・シニア世代の活動を支援するため、相談業務、情報提供業務、
学習・交流機会の提供業務等を実施する。

ＮＰＯやボランティア団体などによる非営利で公益的な活動を総合
的に支援するための拠点施設「市民活動サポートセンター」の運
営管理を、指定管理者である特定非営利活動法人せんだい・み
やぎＮＰＯセンターとの協働により行っている。
市民活動サポートセンターには５つの機能（①市民活動の場の提
供、②市民・企業・行政の連携及び交流の推進、③情報の収集・
提供、④人材育成、⑤相談対応）があり、各種講座やイベントの開
催、情報収集・提供、相談対応などを行っている。

取組状況（実績）

国際交流・国際協力・多文化共生等に関する活動を行う団体を対
象とした研修会や情報交換会を開催し、ネットワークづくりを支援
する。

向こう1年間に実施される市民企画文化事業を年2回公募し、当財
団ホームページ及び小冊子「まちりょく」に掲載・配布することで広
報面の支援を行うもの。

市民による自主的・公益的な活動を支援している公共施設におい
て、行政と施設の管理運営団体とがネットワークをつくり、市民が
受発信する情報、各施設が持っている情報等を共有化し、効果的
に受発信するための仕組を検討。市民活動団体やＮＰＯのイベン
ト等のチラシを11公共施設で配架するサービス「チラシサポート」
を実施している。

チラシ受付件数：559件／月平均 56件
（H22.1末現在）

おおむね単位町内会から小学校区程度の地域において，防犯活
動を目的に自主的に結成された団体に対し，その活動経費を補
助する。

交付決定数：27団体
交付決定総額：3,328千円

貸出物品：ロッカー（７２）、メールボックス（７２）、ワー
クステーション設置機器（印刷機・紙折機・裁断機）

研修会開催：２回
団体間情報交換・交流会開催：１回

申請207件／採択206件



支援策一覧（21年度）

局・区 課 継・新 事業名
21年度事業費

（千円）
備考事業概要 取組状況（実績）

14 企画市民局
(財)仙台市市民文

化事業団
継続

㈶仙台市市民文化事業団
助成事業

18,010
事務経費含む

15 健康福祉局 社会課 継続
小地域福祉ネットワーク等
推進事業

20,370

16 健康福祉局 高齢企画課 継続
仙台市給食サービスボラ
ンティア事業

21,160

17 健康福祉局 高齢企画課 継続
仙台市ボランティア団体等
先導的事業助成（ふれあ
いデイホーム）

18,713

18 健康福祉局 高齢企画課 継続
仙台市ボランティア団体等
先導的事業助成（高齢者
支援活動促進事業）

1,300

19 健康福祉局 健康増進課 継続
自死遺族支援活動助成制
度

400

20 健康福祉局 健康増進課 継続 食育推進隊事業 0

21 環境局 環境都市推進課 継続
持続可能な未来プロジェク
トin仙台

650

当課が事務局を行っ
ているFEEL Sendai
（杜の都の市民環境
教育・学習推進会議）
が主催

22 環境局 環境都市推進課 継続 環境交流サロン

23 経済局 地域産業支援課 継続
コミュニティビジネス創業
促進支援事業

279
（財）仙台市産業振興
事業団による事業

24 経済局
(財)仙台市産業振

興事業団
継続

プロジェクトルーム賃貸事
業

-

地域課題をより具体的に想定し、それらの解決につながるコミュニ
ティビジネスの連続的創出と発展を目指し、このような分野におけ
る起業等を支援する。

申請6件/採択2件

助成予定団体数　7団体
助成予定額　21,160千円

ひとり暮らしや閉じこもりがちな高齢者等を対象に、生活指導や軽
運動等のさまざまな活動及び昼食等
の提供を行い、高齢者の介護予防に視する活動を
実施するボランティア団体を支援する。

申請 1件／交付決定 1件／交付額 200千円／
交付団体[対象事業]
　　・すみれの会[自死遺族支援個別相談、公開講演

環境交流サロンの運営を通じて，市民に環境問題や環境学習に
ついての様々な情報や環境団体の活動情報を提供するとともに，
環境学習に関する相談への対応，環境に関する図書や環境学習
教材の貸し出し，校外学習受け入れなど，市民の環境学習活動
の支援を行っている。また，環境交流サロン内の交流スペース
は，市民が環境に関する情報交換を行う場として活用されてい
る。この他、環境情報ホームページの運営や環境交流サロンだよ
り「環環学学」の発行など、環境情報の発信を行っている。

・環境関係イベントのチラシ・ポスターの設置
・環境交流サロンだより「環環学学」で、イベントスケ
ジュール等で紹介

助成団体　　　7団体
助成決定額　1,087千円

・登録数は22（17団体・5個人）
・交流会は3月に１回開催予定。

バランスの取れた食事を提供することによる健康状態の維持、コ
ミュニケーションの確保及び孤立化の防止など、高齢者の介護予
防に資するため、ボランティア団体等が行う給食サービス事業に
対して助成を行う。
（1件あたりの限度額：450万円）

食育活動を行う個人・団体を「食育推進隊」として登録し，各活動
をホームページで紹介するほか，交流会を年1回開催。

自殺者の親族等を支援する活動に対し、当該事業費について補
助金を交付するもの（公募による／１件あたりの限度額20万円）

向こう1年間に実施される市民企画文化事業を年2回公募し、審査
会を経て資金助成を行うもの。助成金額は、対象事業の収支差額
の範囲内かつ助成対象経費の2分の1以内。

小地域福祉ネットワーク活動とは，高齢者，障害者等支援を必要
とする方が，住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう，地区
社会福祉協議会を実施主体として，民生委員やボランティア団体
等の福祉活動団体と連携して支援を行うネットワーク活動である。
本事業は小地域福祉ネットワーク活動を推進するため，市社協か
ら地区社協に事業費を助成する事業であり，その助成金の原資
の一部や地域福祉活動推進員設置事業費を市が補助金として助
成しているものである。

地区社協数は，21年9月末現在で100地区，21年度の
小地域福祉ネットワーク活動の実施は99地区で予定
している。

ボランティア団体等が高齢者等を対象に行う保健福祉分野におけ
る先導的事業に対して一定の助成を行い、自主性を尊重しながら
活動を支援する。（助成を受けた初年度は年額25万円、2年目は
20万円、3年目は15万円を限度とする）

申請173件／採択143件　助成決定額18,010千円

助成団体数　18団体
助成決定額 18,713千円

　環境に配慮し、将来の世代を含むみんなが安心して暮らすこと
のできる、持続可能な社会の実現を目指すため、環境配慮型の
行動を社会に広げ、定着させていけるような取組を広く募集し、選
考の上採用、委託事業の形実施する。

採用企画：
・「知ろう！気づこう！再生しよう！あなたのそばの四
ツ谷用水」（「四ツ谷の水を街並みに！市民の会」）
・「『川をよごす雨水君を救おう会』の設置」（仙台リ
バースネット・梅田川）

水の森の仙台フィンランド健康福祉センター研究開発館2Fのプロ
ジェクトルームを活動スペースとして企業、大学、NPO法人等に賃
貸する。入居者は適時研究開発館のビジネス開発ディレクターに
相談できる。

現在2社、3大学（フィンランドの大学を含む）入居中
（仙台分は満室）。福祉大入居スペースにNPO法人日
本ノルディックフィットネス協会が入居。



支援策一覧（21年度）

局・区 課 継・新 事業名
21年度事業費

（千円）
備考事業概要 取組状況（実績）

25 経済局
(財)仙台市産業振

興事業団
継続

健康福祉サービス・機器
に関するビジネス開発委
託事業

12,000

26 都市整備局 都市計画課 継続 まちづくり活動支援事業 1,597

27 都市整備局 都市計画課 継続
景観まちづくり協議会等活
動助成金交付要綱
（景観形成協議会活動助

300

28 都市整備局
仙台駅東第二開

発事務所
継続 まちづくり活動支援 0

29 建設局 下水道計画課 継続 ２００９仙台市下水道フェア
イベント全体予

算
2,544

30 建設局 下水道計画課 新規
仙台市下水道１１０周年
フォーラム

イベント全体予
算

500

31 建設局 下水道計画課 継続 下水道パネル展 0

32 建設局 百年の杜推進課 継続 緑の認定団体活動助成 500 認定団体数13

33 建設局 百年の杜推進課 継続 活動場所の提供 0

34 建設局 公園課 継続 公園愛護活動支援事業 35,367

35 建設局 河川課 継続 仙台市河川愛護会
2,857

（県補助金含）

36 青葉区 まちづくり推進課 継続 まちづくり活動助成事業 3,500

37 宮城野区 まちづくり推進課 継続 まちづくり活動助成事業 1,774

38 若林区 まちづくり推進課 継続 まちづくり活動助成事業 2,601

地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等のために市民が
自発的に取り組むまちづくり事業に対して助成を行う。助成だけで
なく、広報を支援したり、後援したりする場合もある。

申請１４件/採択１１件
助成決定額　　　３，３００千円

申請4件／採択4件
助成決定額　1,788千円

地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等のために市民が
自発的に取り組むまちづくり事業に対して助成を行う。
（１件あたりの限度額：50万円）

地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等のために市民が
自発的に取り組むまちづくり事業に対して助成を行う。
（１件あたりの限度額：50万円）

申請　9件/採択　７件
助成決定額　1,454千円

杜の都の風土を育む景観条例に規定する「景観まちづくり協議
会」の認定を受けた団体に対し、景観形成に関する調査・研究、
研修・啓発等の活動に係る助成金を交付する。

市民が主体的に行うまちづくり活動を支援するために，地区の団
体からの要望に対して，本市に登録されたまちづくり専門家を派
遣する制度。

仙台市下水道１１０周年を記念し、「くらしと水」の過去・現在・未来
と、下水道が都市の水環境に果たす役割について、市民とともに
考えるため、フォーラム形式の屋内イベントを実施する。

緑の保全に関する活動場所の提供を希望する市民活動団体に、
市が所管する保存緑地等を提供する。

21年度は3社、1大学に委託

実績なし

地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等のために市民が
自発的に取り組むまちづくり活動の支援
（情報提供/活動場所の提供/人的支援など）

仙台市公園愛護協力会は仙台市の各区に５つの支部があり、平
成21年度は仙台市全体で1,107団体の協力会が結成されており、
主な会員の構成は町内会が約7割、子供会が約１割、その他婦人
会、老人会となっている。活動頻度としては、年に数回から月１回
活動している。

毎年度、活動計画書・役員名簿・活動実績報告書を
所属する支部に提出し、報奨金の支給を受けてい
る。
報償金の算定額は、均等割額及び面積割額の合算
額で、均等割額は一協力会につき年額15,000円、面
積割額は公園の面積に応じ１㎡あたり８円、公園面
積が1,000㎡に満たない場合は面積割額は8,000円、
8,000㎡を超える場合は面積割額は64,000円としてい
る。

市内の各河川において、町内会を構成母体とする１９団体が、自
主的に河川愛護活動を行っており、市では、事務局として側面より
支援するもの。

申請8件、助成決定額233千円

市民が下水道と水環境について知り、考えるために、展示、実
演、発表、体験などの企画を集めて実施するアウトドアイベント。
仙台市のほかに、地域で活動する市民活動団体、下水道と水感
興にかかわる企業組合が参加している。

3団体に提供

本市では、１９団体で構成される「仙台市河川愛護
会」の総会・幹事会、視察研修会などを開催するとと
もに、１９団体に対して、前年度の活動実績に応じて
補助金を交付している。

仙台フィンランド健康福祉センターの機能を活用し健康福祉機器・
サービスに関する新規事業を行う企業、NPO法人等を支援し，仙
台地域における健康福祉産業クラスターの形成を促進する。

活動場所の提供　　　参加市民活動団体　　１３団体

支援団体数　2件
（月1～2回の定例会への出席）

・平成21年度実績
　　派遣地区数：3地区
　　　　　　　　（アドバイザー派遣2地区）

活動場所の提供　　　参加市民活動団体　　１団体

宮城野、若林、太白、泉の４区役所のロビーに、下水道と水環境
に関する展示を行ない、市民に啓発する。

活動場所の提供　　仙台・リバ－ズネット梅田川が、
雨水浸透ます・貯留タンクの実物を展示する。

緑の活動団体の認定を受けた団体が行なう緑の保全、創出、普
及に関する活動に対し、助成を行なう。
（1団体あたりの限度額10万円）



支援策一覧（21年度）

局・区 課 継・新 事業名
21年度事業費

（千円）
備考事業概要 取組状況（実績）

39 太白区 まちづくり推進課 継続 まちづくり活動助成事業 3,463

40 泉区 まちづくり推進課 継続 まちづくり活動助成事業 1,350

41 教育局 文化財課 継続
仙台市富沢遺跡保存館ボ
ランティアの養成講座・実
技研修

162

42 教育局 文化財課 継続
仙台市縄文の森広場ボラ
ンティア養成講座

260

43 教育局 博物館 継続
仙台市博物館ボランティア
養成講座及び館外施設研
修

20

44 教育局 市民図書館 継続
地域文庫の会に対する補
助金交付

684

当館の学芸員及び外部講師による、展示解説のための歴史・美
術・接遇を中心とした講座。リニューアルに向けての館外関連施
設を訪れての研修

・ボランティア養成講座、4回11講座　のべ169名参加
・館外関連施設での研修、5回　のべ254名参加
（縄文の森広場・仙台市歴史民俗資料館・文学館・戦
災復興記念館・富沢遺跡保存館）

市民団体が行うまちづくり活動に対する公募による助成事業を行
う。

地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等のために市民が
自発的に取り組むまちづくり事業に対して助成を行う。
（１件あたりの限度額：50万円）

・申請　6件／採択　6件
・助成決定額　1,877,320円
【内訳】

来館者の各種体験活動や見学の対応を補助・協力するためのボ
ランティアを養成する。既存のボランティアに対するスキルアップ
講座も兼ねており、館運営をサポートするうえで必要な知識や技
術の習得を図る。

当館の学芸員及び外部講師による、展示解説のための歴史・接
遇を中心とした講座の開設。

・新規ボランティア養成講座 7回7講座、のべ49名参
加
・ボランティア養成講座 2回2講座、のべ38名参加

児童の読書活動の促進を図るため，仙台市図書館に協力し，そ
の所蔵する図書を地域の児童に無償で公開し，文庫活動を行っ
ている者で組織する地域文庫の会の活動に要する経費に対し補
助金を交付する。

申請2件/採択2件
交付決定額684千円

講座回数9回、延べ参加者数94名

申請3件/採択3件


